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 論文審査の結果の要旨
 底生有孔虫の群集生態学的調査の進行に伴い,その海洋における深度的・地理的群集の分化が
 明らかにされてきている。しかし群集系の詳細な構造および時間的変遷に関しては,まだほとん
 ど解明されておら鴫ことに後者の変遷に関する研究は未着手に近い。このような状況をふまえ
 て,北里洋提出の論文は,房総半島に発達する梅ケ瀬層中のU6層準と称される有孔虫化石群集
 の大変化の見られる層準を対象にえらび1過去の群集系の時間的変遷の暴悪を明らかにすること
 を目的としたものである。
 野外調査において,北里は火砕岩鍵層を東西約8餌魎にわたり追跡し,その層準における岩相
 変化を調べるとともに,これに基づき火砕岩薄層を同一時間面と仮定の.ヒその時間的枠組みの
 なかで,各試料が等時間を表わすように7地点で5層準を選定し,試料を採取した。
 これらの試料によって堆積物ならびに有孔虫の解析がなされたが,とくに有孔虫の解析には化石
 群集の生態学的意味を考察する手段として,Sl職m]on-Weaverの包括的多様性指数および鍛一
 acArtilUrの均衡度指数が計算により求めら礼ついで因子分析が行なわれた。その結果次の
 点が明らかにされた。(11U6暦準の西部地域は浅海域であり,黒潮水域から混合和或にかけての
 群集が卓越している。(2)中間地域にあたるLoc.8は浅海域と大陸斜面域の境界であり,下半
 の層準では黒潮水域の群集が,上半の層準で親潮水或の群集がそれぞれ卓越している。(3)東部
 地域は大陸斜面域にあたり,そこでは底生有孔虫化石群集は2群にわけられる。1っは水塊の挙
 動に反応するグループであり,黒潮→観潮一>黒潮と強勢な水塊が交代するのと一致して,黒潮系
 ■串混合.水域系一〉黒潮系と群集が変化する。このグループの構成種は生態学的優占順位のi～2位
 の種で代表される。もうiつのグルー7は水塊の挙動に反応することなく,黒潮系→混合水域系
 一一親潮系と群集が変化する。このグ・レーブでは構成種は生態学的優占順位の3～5位を占める糧
 の一一部で代表される。
 上述の2グルーフの旧里知謀を究めるために,生態学的覆占順位の1～2位のグルー・ブに属す
 る8〃舜r漉ηααC～Z偲飾αの室数の分布が講査さ1紘その個体群動態が検討されて,あわせ'
 て2通りの殻の計測が行なわれた臼こオしにより,君、αε訂ε薦σの鯛体群は3位以下の群集の
 影響を強く受けること,さらに室数7の段階で成.浸の変移点を持つことが見出された。
 以上は底生有孔虫の群集生態学的研究に定一量的手法を導入して,地質時代の特定時間内におけ
 る海況の変化に対応して生,起した群集グ)変遷をつまびらかにしただけでなく,群集系の構造,すな
 わち種構成・順位等の意義解明への道を開いたものとして評価される。これは北里洋が自立して
 研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学織を有することを示すものである。よって北里洋
 提出の,論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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